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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成28年7月7日(2016.7.7)

【公表番号】特表2015-528980(P2015-528980A)
【公表日】平成27年10月1日(2015.10.1)
【年通号数】公開・登録公報2015-061
【出願番号】特願2015-515049(P2015-515049)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｂ  11/22     (2006.01)
   Ｈ０４Ｂ  10/80     (2013.01)
   Ｂ８２Ｙ  30/00     (2011.01)
   Ｂ８２Ｙ  10/00     (2011.01)
   Ｈ０１Ｂ   1/04     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   6/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｂ   11/22     　　　　
   Ｈ０４Ｂ    9/00     ３８０　
   Ｂ８２Ｙ   30/00     　　　　
   Ｂ８２Ｙ   10/00     　　　　
   Ｈ０１Ｂ    1/04     　　　　
   Ｇ０２Ｂ    6/00     ３０１　

【手続補正書】
【提出日】平成28年5月20日(2016.5.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　チューブ（３００）の壁（３０４）を形成する任意の数のカーボン層（３０２）を含む
前記チューブ（３００）を備える装置であって、前記任意の数のカーボン層（３０２）は
光信号（３１４）を伝播するように構成された任意の数の光学特性（３１０）及び電気信
号（３１６）を伝導するように構成された任意の数の電気特性（３１２）を有する装置。
【請求項２】
　前記チューブ（３００）の前記壁（３０４）の外表面（３２０）を覆うように構成され
た絶縁シースをさらに備える、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記光信号（３１４）は前記チューブ（３００）のチャネル（３０６）内を伝播し、前
記電気信号（３１６）は前記チューブ（３００）の前記壁（３０４）に沿って伝播する、
請求項１または２に記載の装置。
【請求項４】
　前記任意の数のカーボン層（３０２）は１つの層から３つの層までであり、前記任意の
数のカーボン層（３０２）は任意の数のグラフェン層である、請求項１から３のいずれか
一項に記載の装置。
【請求項５】
　前記チューブ（３００）はカーボンナノチューブである、請求項１から４のいずれか一
項に記載の装置。
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【請求項６】
　前記チューブ（３００）は、前記光信号（３１４）及び前記電気信号（３１６）のうち
の少なくとも１つで情報（３２２）を送信するように構成されている、請求項１から５の
いずれか一項に記載の装置。
【請求項７】
　前記チューブ（３００）は、前記光信号（３１４）を用いて情報（３２２）を、また前
記電気信号（３１６）を用いて電力（１１８）を送信するように構成されている、請求項
１から６のいずれか一項に記載の装置。
【請求項８】
　チューブ（３００）の壁（３０４）を形成する任意の数のカーボン層（３０２）を含む
前記チューブ（３００）を用いて光信号（３１４）及び電気信号（３１６）のうちの少な
くとも１つを送信することを含む、信号を送信するための方法であって、前記任意の数の
カーボン層（３０２）は前記光信号（３１４）を伝播するように構成される任意の数の光
学特性（３１０）及び前記電気信号（３１６）を伝導するように構成される任意の数の電
気特性（３１２）を有する方法。
【請求項９】
　情報（３２２）を前記光信号（３１４）及び前記電気信号（３１６）のうちの少なくと
も１つに符号化することをさらに含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記光信号（３１４）及び前記電気信号（３１６）のうちの少なくとも１つを用いてデ
バイス（４００）に電力（１１８）を供給することをさらに含む、請求項８または９に記
載の方法。
【請求項１１】
　前記電気信号（３１６）は前記チューブ（３００）の前記壁（３０４）に沿って伝播す
る、請求項８から１０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記任意の数のカーボン層（３０２）は１つの層から３つの層までであり、前記任意の
数のカーボン層（３０２）は任意の数のグラフェン層（３０８）である、請求項８から１
１のいずれか一項に記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２８】
　　さらに、種々の例示的な実施形態は、他の好ましい実施形態に照らして別の利点を提
供することができる。選択された一又は複数の実施形態は、実施形態の原理、実際の用途
を最もよく説明するため、及び他の当業者に対し、様々な実施形態の開示内容と、考慮さ
れる特定の用途に適した様々な修正との理解を促すために選択及び記述されている。
　また、本願は以下に記載する態様を含む。
（態様１）
　チューブ（３００）の壁（３０４）を形成する任意の数のカーボン層（３０２）を含む
前記チューブ（３００）を備える装置であって、前記任意の数のカーボン層（３０２）は
光信号（３１４）を伝播するように構成された任意の数の光学特性（３１０）及び電気信
号（３１６）を伝導するように構成された任意の数の電気特性（３１２）を有する装置。
（態様２）
　前記チューブ（３００）の前記壁（３０４）の外表面（３２０）を覆うように構成され
た絶縁シースをさらに備える、態様１に記載の装置。
（態様３）
　前記光信号（３１４）は前記チューブ（３００）のチャネル（３０６）内を伝播する、
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態様１に記載の装置。
（態様４）
　前記電気信号（３１６）は前記チューブ（３００）の前記壁（３０４）に沿って伝播す
る、態様１に記載の装置。
（態様５）
　前記任意の数のカーボン層（３０２）は１つの層から３つの層までである、態様１に記
載の装置。
（態様６）
　前記任意の数のカーボン層（３０２）は任意の数のグラフェン層である、態様１に記載
の装置。
（態様７）
　前記チューブ（３００）はカーボンナノチューブである、態様１に記載の装置。
（態様８）
　前記チューブ（３００）は、前記光信号（３１４）及び前記電気信号（３１６）のうち
の少なくとも１つで情報（３２２）を送信するように構成されている、態様１に記載の装
置。
（態様９）
　前記チューブ（３００）は、前記光信号（３１４）を用いて情報（３２２）を、また前
記電気信号（３１６）を用いて電力（１１８）を送信するように構成されている、態様１
に記載の装置。
（態様１０）
　チューブ（３００）の壁（３０４）を形成する任意の数のカーボン層（３０２）を含む
前記チューブ（３００）を用いて光信号（３１４）及び電気信号（３１６）のうちの少な
くとも１つを送信することを含む、信号を送信するための方法であって、前記任意の数の
カーボン層（３０２）は前記光信号（３１４）を伝播するように構成される任意の数の光
学特性（３１０）及び前記電気信号（３１６）を伝導するように構成される任意の数の電
気特性（３１２）を有する方法。
（態様１１）
　情報（３２２）を前記光信号（３１４）及び前記電気信号（３１６）のうちの少なくと
も１つに符号化することをさらに含む、態様１０に記載の方法。
（態様１２）
　前記光信号（３１４）及び前記電気信号（３１６）のうちの少なくとも１つを用いてデ
バイス（４００）に電力（１１８）を供給することをさらに含む、態様１０に記載の方法
。
（態様１３）
　前記電気信号（３１６）は前記チューブ（３００）の前記壁（３０４）に沿って伝播す
る、態様１０に記載の方法。
（態様１４）
　前記任意の数のカーボン層（３０２）は１つの層から３つの層までである、態様１０に
記載の方法。
（態様１５）
　前記任意の数のカーボン層（３０２）は任意の数のグラフェン層（３０８）である、態
様１０に記載の方法。
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